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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画の撮影開始後の経過時間を計測する計測手段と、
　撮影された複数の動画を取得し、該複数の動画から構成される一組の動画を作成する組
動画作成手段と、
　一組の動画を構成する前記複数の動画のそれぞれに対応した表示である複数の区画を連
続して互いに隣り合うように表示し、さらに前記複数の動画のうち撮影済みの動画に対応
する区画を第１の表示態様で表示し、前記複数の動画のうち未撮影の動画に対応する区画
を第２の表示態様で表示するように制御する表示制御手段であって、
　撮影中の動画に対応した表示である区画において、予め設定された撮影時間に対する、
前記計測手段により計測された経過時間の割合を示す部分を前記第１の表示態様で表示し
、該区間のうち残りの部分を前記第２の表示態様で表示するように制御する表示制御手段
とを有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段は、前記動画の撮影中には、前記撮影時間より短い所定期間が経過す
る度に、前記区画における前記撮影時間に応じて決定された長さ分の表示態様を前記第２
の表示態様から前記第１の表示態様に切替えるように制御することを特徴とする請求項１
に記載の表示制御装置。
【請求項３】
　前記複数の区画は、前記複数の動画の撮影される順番に、各動画に対応した表示である
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区画が互いに隣り合うように連続して表示されることを特徴とする請求項１または２に記
載の表示制御装置。
【請求項４】
　前記一組の動画を構成する複数の動画のうち、少なくとも１つの動画は他の動画と予め
設定される撮影時間が異なることを特徴とする請求項１乃至３の何れか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項５】
　前記複数の区画のうち各区画において対応する動画の撮影中に前記第１の表示態様で表
示される部分から前記第２の表示態様で表示される部分へ向かう方向に沿う辺の長さは、
前記複数の区画において等しいことを特徴とする請求項４に記載の表示制御装置。
【請求項６】
　前記表示制御手段は、動画の撮影を行っていないときには、前記複数の区画よりも小さ
いサイズの前記複数の動画それぞれに対応した表示である複数の小区画を連続して互いに
隣り合うように表示し、前記複数の小区画のうち撮影済みの動画に対応する小区画を第１
の表示態様で表示し、前記複数の小区画のうち未撮影の動画に対応する小区画を第２の表
示態様で表示するように制御することを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の
表示制御装置。
【請求項７】
　少なくとも第一の撮影モードと、予め撮影時間を設定して撮影を行う第二の撮影モード
とから撮影モードを選択するモード選択手段とをさらに有し、
　前記表示制御手段は、前記第一の撮影モードの動画撮影中には、前記計測手段により計
測された経過時間を表示し、前記第二の撮影モードの動画撮影中には、前記計測手段によ
り計測された動画の撮影開始後の経過時間を表示せずに、前記撮影中の動画に対応した表
示である区画において、予め設定された撮影時間に対する経過時間の割合を表示するよう
に制御することを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項８】
　前記モード選択手段により、前記第一の撮影モードが選択された場合に、第一の操作に
応じて開始された第一の動画の撮影中に、前記第一の操作に応じて前記第一の動画の撮影
を終了し、前記第二の撮影モードが設定された場合に、前記第一の操作に応じて開始され
た第二の動画の撮影中に、前記第一の操作に応じては前記第二の動画の撮影を終了せずに
、ユーザからの操作がなくても動画の撮影を停止するように制御する制御手段とを有する
ことを特徴とする請求項７に記載の表示制御装置。
【請求項９】
　少なくとも第一の撮影モードと前記一組の動画に含まれる動画を撮影するモードであっ
て、前記第一の撮影モードとは異なる所定の効果をかける動画を撮影する第二の撮影モー
ドのいずれかに選択するモード選択手段と、
　前記モード選択手段により、前記第一の撮影モードに設定された場合に、第一の操作に
応じて開始された第一の動画の撮影中に、前記第一の操作に応じて前記第一の動画の撮影
を終了し、前記第二の撮影モードに設定された場合に、前記第一の操作に応じて開始され
た第二の動画の撮影中に、前記第一の操作に応じては前記第二の動画の撮影を終了せずに
、ユーザからの操作がなくても動画の撮影を停止するように制御する制御手段とを有する
ことを特徴とする請求項１乃至６の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１０】
　前記計測手段により、前記動画の撮影開始から前記予め設定された撮影時間が経過した
ことが計測されたことに応じて、前記動画の撮影を停止する停止手段をさらに有すること
を特徴とする請求項１乃至９の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１１】
　前記第１の表示態様を示す表示色と、前記第２の表示態様を示す表示色は異なることを
特徴とする請求項１乃至１０の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１２】
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　撮影中の動画に対応した表示である区画のうち、前記第１の表示態様で表示される部分
から前記第２の表示態様で表示される部分へ向かう方向に沿う方向で、前記複数の動画の
撮影される順番に、各動画に対応した表示である区画が互いに隣り合うように前記複数の
区画が一列に表示され、前記一列のうち撮影中の動画に対応した表示である区画において
予め設定された撮影時間に対する経過時間の割合を示す位置から左側の部分および該区画
から左側にある区画は前記第１の表示態様で示され、該位置から右側の部分および該区画
から右側にある区画は前記第２の表示態様で示されることを特徴とする請求項１乃至１１
の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１３】
　前記一組の動画に含まれる複数の動画を連結して１つの動画ファイルとして記録する記
録制御手段をさらに有することを特徴とする請求項１乃至１２の何れか１項に記載の表示
制御装置。
【請求項１４】
　前記一組の動画に含まれる複数の動画を、それぞれ異なる動画ファイルとして同一の組
情報と共に記録する記録制御手段をさらに有することを特徴とする請求項１乃至１２の何
れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１５】
　撮像手段をさらに有し、
　前記組動画作成手段は、前記撮像手段により撮像された複数の動画から一組の動画を作
成することを特徴とする請求項１乃至１４の何れか１項に記載の表示制御装置。
【請求項１６】
　動画の撮影開始後の経過時間を計測する計測ステップと、
　撮影された複数の動画を取得し、該複数の動画から構成される一組の動画を作成する組
動画作成ステップと、
　一組の動画を構成する前記複数の動画のそれぞれに対応した表示である複数の区画を連
続して互いに隣り合うように表示し、さらに前記複数の動画のうち撮影済みの動画に対応
する区画を第１の表示態様で表示し、前記複数の動画のうち未撮影の動画に対応する区画
を第２の表示態様で表示するように制御する表示制御ステップであって、
　撮影中の動画に対応した表示である区画において、予め設定された撮影時間に対する、
前記計測ステップにおいて計測された経過時間の割合を示す部分を前記第１の表示態様で
表示し、該区間のうち残りの部分を前記第２の表示態様で表示するように制御する表示制
御ステップとを有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項１７】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラム。
【請求項１８】
　コンピュータを、請求項１乃至１５のいずれか１項に記載された表示制御装置の各手段
として機能させるためのプログラムを格納したコンピュータが読み取り可能な記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の動画を撮影し、動画を表示する表示制御装置およびその制御方法、プ
ログラム、コンピュータが読み取り可能な記録媒体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　異なるタイミングの撮影指示によって撮影されたそれぞれの動画を関連付けて記録する
一連の撮影では、記録される動画の撮影時間や数が予め設定されているものがある。また
、ユーザの操作に関わらず設定された撮影時間が経過すると動画の撮影を終了したり、予
め設定された数の動画が撮影されたことに応じて、一連の撮影を終了する方法が提案され
ている。
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【０００３】
　特許文献１には、予め設定したシナリオに含まれる複数のシチュエーションから撮影す
るシチュエーションを選択し、シチュエーション毎に撮影を行い、一連のシチュエーショ
ンを１つのプロジェクトとして記録する方法が開示されている。特許文献２には、撮影時
間が予め決まっている動画の撮影中に画面の周辺にバーを設け、１秒もしくは０．５秒ご
とに各辺の頂点または指標を通過するようにバーの表示色を変えることで、撮影開始から
どのくらい時間が経過したかを表示する方法が開示されている。
【０００４】
　前述した一連の撮影が終了すると、ユーザは撮影した動画の編集を行わなくても撮影し
た一連の動画からなる一組の動画を得ることができる。よって、設定された撮影時間、設
定された複数の動画撮影を行うとユーザは一組とする動画を完成させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２０８７６１号公報
【特許文献２】特開２０１０－１６０６２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１では、撮影済みのシチュエーションの動画と未撮影のシチュ
エーションの動画を、シチュエーション選択時に確認することができるが、動画の撮影中
には該動画撮影の進み具合も、複数の動画の中での撮影の進み具合も知ることができない
。特許文献２では、動画の撮影中に、撮影中の動画の進み具合は分かるが、設定された複
数の動画を撮影する場合に、該複数の動画の中での撮影の進み具合を表示する方法につい
ては開示されていない。
【０００７】
　本発明は、上記の課題に鑑み、複数の動画を一組とする動画を作成する撮影における、
一組とする動画全体での撮影の進み具合が分かる表示制御手段の提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明は、動画の撮影開始後の経過時間を計測する計測手
段と、撮影された複数の動画を取得し、該複数の動画から構成される一組の動画を作成す
る組動画作成手段と、一組の動画を構成する前記複数の動画のそれぞれに対応した表示で
ある複数の区画を連続して互いに隣り合うように表示し、さらに前記複数の動画のうち撮
影済みの動画に対応する区画を第１の表示態様で表示し、前記複数の動画のうち未撮影の
動画に対応する区画を第２の表示態様で表示するように制御する表示制御手段であって、
撮影中の動画に対応した表示である区画において、予め設定された撮影時間に対する、前
記計測手段により計測された経過時間の割合を示す部分を前記第１の表示態様で表示し、
該区間のうち残りの部分を前記第２の表示態様で表示するように制御する表示制御手段と
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数の動画を一組とする動画のうち、一組とする動画全体における撮
影の進み具合をユーザが容易に知ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】（ａ）デジタルカメラの外観を示す図、（ｂ）デジタルカメラのブロック図。
【図２】本実施形態に係るデジタルカメラのクリエイティブ撮影モードにおけるフローチ
ャート。
【図３】（ａ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のオートモードにおけるフローチ
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ャート、（ｂ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００の動画撮影処理を示すフローチャ
ート、（ｃ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００の静止画撮影処理を示すフローチャ
ート。
【図４】本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画処理を示すフロー
チャート。
【図５】本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画撮影における動画
撮影中表示処理を示すフローチャート。
【図６】（ａ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画撮影におけ
る動画撮影中のインジケータ表示を示す図、（ｂ）本実施形態に係るデジタルカメラ１０
０のクリエイティブ動画撮影における動画撮影中の撮影時間毎のインジケータ表示を示す
図、（ｃ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画撮影における動
画撮影中のインジケータ表示を示す図。
【図７】（ａ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画撮影待機中
の表示部の一例を示す図、（ｂ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティ
ブ動画撮影中の表示部の一例を示す図、（ｃ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００の
撮影不可能な場合の表示部の一例を示す図、（ｄ）本実施形態に係るデジタルカメラ１０
０のオートモードでの動画撮影待機中の表示部の一例を示す図、（ｅ）本実施形態に係る
デジタルカメラ１００のオートモードでの動画撮影中の表示部の一例を示す図。
【図８】（ａ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のクリエイティブ動画撮影におけ
る一組とする動画を示す図、（ｂ）本実施形態に係るデジタルカメラ１００のオートモー
ドの動画撮影における動画ファイルを示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の好適な実施形態を説明する。
【００１２】
　＜第１実施形態＞
　図１（ａ）は本発明を適用可能な撮像制御装置、表示制御装置の一例としてのデジタル
カメラ１００の外観図、図１（ｂ）は本発明の撮像制御装置、表示制御装置の一例として
のデジタルカメラ１００の構成例を示すブロック図である。
【００１３】
　表示部２８は画像や各種情報を表示する表示部である。シャッターボタン６１は撮影指
示を行うための操作部である。モード切替スイッチ６０は各種モードを切り替えるための
操作部である。操作部７０はユーザからの各種操作を受け付ける各種スイッチ、ボタン、
タッチパネル７０ａ等の操作部材より成る操作部である。コントローラーホイール７３は
、操作部７０に含まれる回転操作可能な操作部材である。電源スイッチ７２は、電源オン
、電源オフを切り替える。記録媒体２００はメモリカードやハードディスク等の記録媒体
である。記録媒体スロット２０１は記録媒体２００を格納するためのスロットである。記
録媒体スロット２０１に格納された記録媒体２００は、デジタルカメラ１００との通信が
可能となり記録や再生が可能となる。蓋２０２は記録媒体スロット２０１の蓋である。図
においては、蓋２０２を開けて記録媒体スロット２０１から記録媒体２００の一部を取り
出して露出させた状態を示している。
【００１４】
　モード切替スイッチ６０は、システム制御部５０の動作モードを静止画記録モード、動
画撮影モード、再生モード等のいずれかに切り替える（モード選択する）。モード切替ス
イッチ６０で、メニューボタンに含まれるこれらのモードのいずれかに直接切り替えられ
る。あるいは、モード切替スイッチ６０でメニューボタンに一旦切り換えた後に、メニュ
ーボタンに含まれるこれらのモードのいずれかに、他の操作部材を用いて切り替えるよう
にしてもよい。動画撮影モードにも複数のモードが含まれている。
【００１５】
　図１（ｂ）において、撮影レンズ１０１はズームレンズ、フォーカスレンズを含むレン
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ズ群である。シャッター１０２は絞り機能を備えるシャッターである。撮像部１０３は光
学像を電気信号に変換するＣＣＤやＣＭＯＳ素子等で構成される撮像素子である。Ａ／Ｄ
変換器１５は、アナログ信号をデジタル信号に変換する。Ａ／Ｄ変換器１５は、撮像部１
０３から出力されるアナログ信号をデジタル信号に変換するために用いられる。
【００１６】
　画像処理部２０は、Ａ／Ｄ変換器１５からのデータ、又は、メモリ制御部２２からのデ
ータに対し所定の画素補間、縮小といったリサイズ処理や色変換処理を行う。また、画像
処理部２０では、撮像した画像データを用いて所定の演算処理が行われ、得られた演算結
果に基づいてシステム制御部５０が露光制御、測距制御を行う。これにより、ＴＴＬ（ス
ルー・ザ・レンズ）方式のＡＦ（オートフォーカス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＥＦ
（フラッシュプリ発光）処理が行われる。画像処理部２０では更に、撮像した画像データ
を用いて所定の演算処理を行い、得られた演算結果に基づいてＴＴＬ方式のＡＷＢ（オー
トホワイトバランス）処理も行っている。
【００１７】
　システムタイマー５３は各種制御に用いる時間や、内蔵された時計の時間を計測する計
時部である。
【００１８】
　Ａ／Ｄ変換器１５からの出力データは、画像処理部２０及びメモリ制御部２２を介して
、或いは、メモリ制御部２２を介してメモリ２５に直接書き込まれる。メモリ２５は、撮
像部１０３によって得られＡ／Ｄ変換器１５によりデジタルデータに変換された画像デー
タや、表示部２８に表示するための画像データを格納する。メモリ２５は、所定枚数の静
止画や所定時間の動画および音声を格納するのに十分な記録容量を備えている。
【００１９】
　また、メモリ２５は画像表示用のメモリ（ビデオメモリ）を兼ねている。Ｄ／Ａ変換器
２１は、メモリ２５に格納されている画像表示用のデータをアナログ信号に変換して表示
部２８に供給する。こうして、メモリ２５に書き込まれた表示用の画像データはＤ／Ａ変
換器２１を介して表示部２８により表示される。表示部２８は、ＬＣＤ等の表示器上に、
Ｄ／Ａ変換器２１からのアナログ信号に応じた表示を行う。Ａ／Ｄ変換器１５によって一
度Ａ／Ｄ変換されメモリ２５に蓄積されたデジタル信号をＤ／Ａ変換器２１においてアナ
ログ変換し、表示部２８に逐次転送して表示することで、電子ビューファインダとして機
能し、スルー画像表示（ライブビュー表示）を行える。
【００２０】
　不揮発性メモリ５１は、電気的に消去・記録可能な記録媒体としてのメモリであり、例
えばＥＥＰＲＯＭ等が用いられる。不揮発性メモリ５１には、システム制御部５０の動作
用の定数、プログラム等が記録される。ここでいう、プログラムとは、本実施形態にて後
述する各種フローチャートを実行するためのコンピュータプログラムのことである。
【００２１】
　システム制御部５０は、デジタルカメラ１００全体を制御する。前述した不揮発性メモ
リ５１に記録されたプログラムを実行することで、後述する本実施形態の各処理を実現す
る。システムメモリ５２には、ＲＡＭが用いられる。システムメモリ５２には、システム
制御部５０の動作用の定数、変数、不揮発性メモリ５１から読み出したプログラム等を展
開する。また、システム制御部５０はメモリ２５、Ｄ／Ａ変換器２１、表示部２８等を制
御することにより表示制御も行う。システム制御部５０は、モード切替スイッチ６０、シ
ャッターボタン６１、操作部７０で各種操作が行われると、対応する動作を行うように制
御する。
【００２２】
　なお、システム制御部５０は、タッチパネル７０ａへの以下の操作、あるいは状態を検
出（タッチ検出）できる。
・タッチパネルにタッチしていなかった指やペンが新たにタッチパネルにタッチしたこと
。すなわち、タッチの開始（以下、タッチダウン（Ｔｏｕｃｈ－Ｄｏｗｎ）と称する。）
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・タッチパネルへタッチしていた指やペンを離したこと。すなわち、タッチの終了（以下
、タッチアップ（Ｔｏｕｃｈ－Ｕｐ）と称する）。
・タッチパネルに何もタッチしていない状態（以下、タッチオフ（Ｔｏｕｃｈ－Ｏｆｆ）
と称する）。
【００２３】
　タッチダウンが検出されると、同時にタッチオンであることも検出される。タッチダウ
ンの後、タッチアップが検出されない限りは、通常はタッチオンが検出され続ける。タッ
チムーブが検出されるのもタッチオンが検出されている状態である。タッチオンが検出さ
れていても、タッチ位置が移動していなければタッチムーブは検出されない。タッチして
いた全ての指やペンがタッチアップしたことが検出された後は、タッチオフとなる。
【００２４】
　第１シャッタースイッチ６２は、デジタルカメラ１００に設けられたシャッターボタン
６１の操作途中、いわゆる半押し（撮影準備指示）でＯＮとなり第１シャッタースイッチ
信号ＳＷ１を発生する。第１シャッタースイッチ信号ＳＷ１により、ＡＦ（オートフォー
カス）処理、ＡＥ（自動露出）処理、ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理、ＥＦ（フ
ラッシュプリ発光）処理等の動作を開始する。
【００２５】
　第２シャッタースイッチ６３は、シャッターボタン６１の操作完了、いわゆる全押し（
撮影指示）でＯＮとなり、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２（撮影指示操作）を発生す
る。システム制御部５０は、第２シャッタースイッチ信号ＳＷ２により、撮像部１０３か
らの信号読み出しから記録媒体２００に画像データを書き込むまでの一連の撮影処理の動
作を開始する。
【００２６】
　操作部７０の各操作部材は、表示部２８に表示される種々の機能アイコンを選択操作す
ることなどにより、場面ごとに適宜機能が割り当てられ、各種機能ボタンとして作用する
。機能ボタンとしては、例えば終了ボタン、戻るボタン、画像送りボタン、ジャンプボタ
ン、絞込みボタン、属性変更ボタン等がある。例えば、メニューボタンが押されると各種
の設定可能なメニュー画面が表示部２８に表示される。利用者は、表示部２８に表示され
たメニュー画面と、上下左右の４方向ボタンやＳＥＴボタンとを用いて直感的に各種設定
を行うことができる。また、タッチパネル７０ａも操作部７０に含まれる。
【００２７】
　電源制御部８１は、電池検出回路、ＤＣ－ＤＣコンバータ、通電するブロックを切り替
えるスイッチ回路等により構成され、電池の装着の有無、電池の種類、電池残量の検出を
行う。また、電源制御部８１は、その検出結果及びシステム制御部５０の指示に基づいて
ＤＣ－ＤＣコンバータを制御し、必要な電圧を必要な期間、記録媒体２００を含む各部へ
供給する。電源部３０は、アルカリ電池やリチウム電池等の一次電池やＮｉＣｄ電池やＮ
ｉＭＨ電池、Ｌｉ電池等の二次電池、ＡＣアダプター等からなる。
【００２８】
　記録媒体２００は、撮影された画像を記録するためのメモリカード等の記録媒体であり
、半導体メモリや光ディスク、磁気ディスク等から構成される。
【００２９】
　本実施形態における、クリエイティブ動画撮影と、表示について説明する。クリエイテ
ィブ動画撮影とは、３秒から６秒の中からランダムに設定された長さで、動画を撮影し、
効果をかけて動画（チャプタ）を記録し、同様に撮像・記録された４つのチャプタから一
組とする一連の動画を作成（一組動画作成）するものである。チャプタとはクリエイティ
ブ動画撮影における、ユーザからの１回の指示によって撮影される動画であり、一連の動
画として再生される一組とする動画は４つのチャプタにより作成される。また、各動画は
、撮影の開始指示を受け付けると、撮影の終了指示がなくても、設定された撮影時間が経
過したことに応じて撮影が終了される。チャプタとして記録される４つの動画には、異な
る撮影時間で撮影された動画が含まれる。また、各動画には、スローモーション、クイッ
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クモーション、残像効果等といった異なる効果がかけられて記録される。それに伴いクリ
エイティブ動画撮影によって作成された一組とする動画には、他のチャプタと比較して再
生時間の異なるチャプタが含まれる。４つのチャプタは一連の動画として再生される。こ
れらの撮影時間や動画毎にかける効果は、１チャプタ分の動画毎に決定される。また、撮
影した動画には前述の効果に加えてさらに、４つの動画に共通して同じ効果をかけてもよ
い。以下、クリエイティブ動画撮影とオートモードでの動画撮影の違いについて、２点説
明する。
【００３０】
　前述したように、クリエイティブ動画撮影では、ユーザは任意のタイミングで、動画の
撮影指示を行うだけで、デジタルカメラ１００は動画の撮影を行う。さらに効果をかけて
これらの動画をチャプタとして記録し、複数の動画を結合もしくは関連付けることで一組
とする動画を作成する。これにより、ユーザの予想していなかったような一組とする動画
を作成することができる。クリエイティブ動画撮影においては、撮影時間はチャプタ毎に
自動的に設定され、また設定された撮影時間が経過すると自動的に撮影が終了するので、
ユーザが予期していないタイミングで撮影が終了してしまう可能性がある。また、１チャ
プタとなる動画の撮影開始からの経過時間を表示しても、ユーザは、いつ撮影中の動画の
撮影が終了するのか分からず、また一組とする動画全体の中で現在どの部分の撮影をして
いるのかも分からない。また、所定数の動画を撮影して、一組とする一連の動画を作成す
るので、その進捗をユーザに伝えて撮影を促す必要がある。よって、本実施形態では、ク
リエイティブ撮影モードの動画撮影において、撮影中及び撮影待機中での、一組とする動
画全体に対する進み具合を把握するための表示について説明する。
【００３１】
　また、クリエイティブ動画撮影の１つのチャプタには、前述したスローモーション、ク
イックモーション、残像効果等のいずれかの効果がかかっている期間と、かかっていない
期間があり、視覚的にわかる、様々な変化や効果が含まれる。スローモーションでは撮影
した動画のフレームレートを低くし、クイックモーションでは撮影した動画のフレームレ
ートを高くする。また、残像効果は被写体の移動方向とは逆方向に被写体が尾を引くよう
に、撮影中の被写体に該被写体の少し前の状態を重畳することで、残像画像が見えるよう
にする効果である。さらに、所定の速度で画像を所定角度回転する効果や、画像の色を所
定の色から別の所定の色まで変化させるような色効果や、画像の色調を徐々に変化させる
ような効果等といったものが動画にかける効果として考えられる。オートモードで動画を
撮像し記録するのとは異なり、クリエイティブ撮影モードでは、撮像した動画にユーザが
面白いと感じる効果をかけて記録する。例えば、１つのチャプタには、スローモーション
をかける期間、効果をかけない期間、残像効果をかける期間が含まれる。このように、撮
影の開始と同時に効果を設定し、かける効果を変化させながら記録する場合には、動画の
撮影が中断されると、設定された期間が経過する前に撮影された動画にかかる効果も中断
される。よって、ユーザが面白いと感じるように効果のかかる期間が設定されても、撮影
が中断されると、例えば２秒間残像効果がかかるよう設定された場合に０．３秒しか残像
効果がかからない等の違和感のある動画（未完成のチャプタ）が生成される可能性がある
。よって、本実施形態ではクリエイティブショット動画撮影において、撮影の終了指示を
ユーザに不用意に行わせないための構成について説明する。
【００３２】
　クリエイティブ撮影モードには、クリエイティブ動画撮影とクリエイティブ静止画撮影
が含まれる。クリエイティブ静止画撮影とは、ユーザの撮影指示に応じて、静止画を撮影
し、さらに様々な効果をかけた静止画を記録する撮影である。本実施形態では、クリエイ
ティブ動画撮影の処理について説明する。
【００３３】
　＜クリエイティブ撮影モード＞
　クリエイティブ撮影モードは、モード切替スイッチ６０において、クリエイティブ撮影
モードが選択されると設定される。また、メニュー設定からも設定可能なモードである。
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図７（ａ）は、撮影待機中の表示部２８の一例を示す図である。図７（ａ）の待機中イン
ジケータ７０３は、４つの動画のうち２つ目の動画までを撮影した後のインジケータの表
示例を示している。連続して表示される４つの区画のうち、左から１つ目と２つ目の区画
が白色表示されており、残りの右側にある２つの区画はグレー表示されている。このよう
なインジケータの表示（表示態様の変化）により、画像ファイル全体のうち半分の２チャ
プタ目までの撮影が終了していること（撮影済みの動画数の割合）を視覚的に把握するこ
とができる。待機中インジケータは４つの区画からなり、１チャプタ目の動画から４チャ
プタ目の動画に対応する区画が左から撮影順に一列に並んでいる。待機中インジケータ７
０３（１）、７０３（２）、７０３（３）は、それぞれ１チャプタ目、２チャプタ目、４
チャプタ目の撮影前の待機中インジケータ７０３の表示例を示している。
【００３４】
　次に、図２のクリエイティブ撮影モードのフローを図７（ａ）、（ｃ）の表示例を用い
て説明する。クリエイティブ撮影モードに設定されると図２のクリエイティブ撮影モード
を開始する。この処理は、不揮発性メモリ５１に記録されたプログラムをシステムメモリ
５２に展開してシステム制御部５０が実行することで実現する。
【００３５】
　Ｓ２０１では、システム制御部５０は、一組とする動画のリセット条件を満たすか否か
を判定する。リセット条件を満たすと判定した場合には、Ｓ２０２へ進み、そうでない場
合は、Ｓ２０３へ進む。リセット条件の一つは、記録媒体２００に未完成（一組とする一
連の動画に含まれるチャプタ数が４つ未満）の一組とする動画がないことである。リセッ
ト条件の他のものは、記録媒体２００に未完成の一組とする動画に含まれるチャプタがあ
った場合に、撮影された日付とＳ２０１でのクリエイティブ撮影モードの開始時に取得し
た日付が異なることである。つまり、未完成の一組とする動画が記録媒体２００にあり、
Ｓ２０１時点での日付が、未完成の一組とする動画の１チャプタ目の撮影日時と比較して
、同じである場合を除いて、リセット条件が満たされる。また、一組とする動画の作成中
であっても、該一組とする動画を含む記録媒体からチャプタを記録する記録媒体を他の記
録媒体に変更した場合（すなわち、変更後の記録媒体２００に未完成の一組とする動画が
ない場合）も、リセット条件を満たす。
【００３６】
　Ｓ２０２では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎを０に設定し、システムメモリ
５２に記録する。撮影済動画数Ｎは、クリエイティブ動画撮影における、一組とする一連
の動画に含まれるチャプタの数であり、本実施形態においては撮影済動画数Ｎが４になる
と、一組とする動画の作成を終了する。
【００３７】
　Ｓ２０３では、システム制御部５０は、表示部２８にライブビュー画像７０１を表示す
る。図７（ａ）に示すように、表示部２８には、クリエイティブ動画マーク７０４や、撮
影可能時間の時間表示７２２、電池容量を示す電池マーク７２１、撮影サイズ、フラッシ
ュ設定といった撮影に関する表示（表示アイテムの表示）がされている。また、クリエイ
ティブ動画を撮影する際のカテゴリを示すカテゴリマーク７０８をタッチすると、動画に
かける効果のカテゴリが複数表示され、ユーザは効果のカテゴリを選択することができる
。図示しているカテゴリマーク７０８は、オートのカテゴリを示しているが、効果のカテ
ゴリにはその他に、レトロ、モノクロ、ナチュラルといったものがある。
【００３８】
　Ｓ２０４では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが０であるか否かを判定する。
Ｎ＝０であると判定した場合には、Ｓ２０５へ進み、そうでない場合はＳ２０６へ進む。
【００３９】
　Ｓ２０５では、システム制御部５０は、表示部２８に待機中インジケータ７０３（１）
を表示する。このとき、表示部２８の下部に、ライブビュー画像７０１の表示と重なる面
積が小さくなるような大きさ、かつ、インジケータの４つの区画の各表示色が確認できる
大きさで表示することで、ライブビュー画像を見ながらインジケータの区画も読み取るこ
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とができる。また、待機中には時間表示７２２や電池マーク７２１といった撮影に関する
設定項目等の表示が求められることが多い。待機中インジケータ７０３とこのような表示
をユーザが確認でき、さらにユーザがライブビュー画像を確認しにくいと感じないような
サイズ、位置に、待機中インジケータ７０３を表示するとよい。また、図７（ａ）の待機
中インジケータ７０３（１）に示すように、４つの区画の全てをグレー表示する。グレー
表示している部分（７０３（１）の区画７０３ａ～区画７０３ｄ）は、未だ撮影が行われ
ていない動画を示すので、全ての区画がグレー表示されている場合には、これから撮影す
る動画が含まれる一組とする動画には１つも動画が記録されていないことがわかる。
【００４０】
　Ｓ２０６では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが１であるか否かを判定する。
Ｎ＝１であると判定した場合には、Ｓ２０７へ進み、そうでない場合はＳ２０８へ進む。
【００４１】
　Ｓ２０７では、システム制御部５０は、表示部２８に待機中インジケータ７０３（２）
を表示する。待機中インジケータ７０３（２）の４つの区画のうち、１つ目の区画７０３
ａを、撮影が済んでいることを示すために白色表示する。このとき、２つ目～４つ目の区
画を示す、区画７０３ｂ、区画７０３ｃ、区画７０３ｄは、Ｓ２０５と変わらず、グレー
のまま表示する色を切り替えずに、未だ撮影が済んでいないことを示す。
【００４２】
　Ｓ２０８では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが２であるか否かを判定する。
Ｎ＝２であると判定した場合には、Ｓ２０９へ進み、そうでない場合はＳ２１０へ進む。
【００４３】
　Ｓ２０９では、システム制御部５０は、表示部２８に待機中インジケータ７０３を表示
する。待機中インジケータ７０３の４つの区画のうち、１つ目と２つ目の区画を示す区画
７０３ａと区画７０３ｂを、撮影が済んでいることを示すために白色表示する。このとき
、３つ目と４つ目の区画を示す、区画７０３ｃ、区画７０３ｄは、Ｓ２０５と変わらず、
グレーのまま表示する色を切り替えずに、未だ撮影が済んでいないことを示す。
【００４４】
　Ｓ２１０では、システム制御部５０は、表示部２８に待機中インジケータ７０３（３）
を表示する。待機中インジケータ７０３（３）の４つの区画のうち、１つ目～３つ目の区
画を示す区画７０３ａ～区画７０３ｃを、撮影が済んでいることを示すために白色表示す
る。このとき、４つ目の区画を示す区画７０３ｄは、Ｓ２０５と変わらず、グレーのまま
表示する色を切り替えずに、未だ撮影が済んでいないことを示す。
【００４５】
　Ｓ２１１では、システム制御部５０は、１チャプタ（１つの動画）分の撮影を行うのに
十分な電源部３０の容量と、１チャプタ分を記録可能な記録媒体２００の容量があり、１
チャプタの撮影が可能か否かを判定する。１チャプタ分の撮影が可能であると判定した場
合は、Ｓ２１６へ進み、そうでない場合はＳ２１２へ進む。電源部３０は、動画１チャプ
タ分を撮影するのに十分な電池の容量があればよく、また、記録媒体２００は、効果のか
かった動画１チャプタ分を記録するために十分な記録容量があればよい。なお、本実施形
態においては、１チャプタ分の動画撮影の撮影時間は一定ではなく、３秒、４秒、６秒の
うちいずれかが選択されるので、ここでは６秒の撮像及び効果をかける処理に十分な電池
の容量があるか否かを判定する。本実施形態においては、１チャプタとして記録する動画
の撮影時間の最長は６秒であるので、６秒分の電池の容量があれば、どの撮影時間に設定
された場合にも十分であるものとする。
【００４６】
　Ｓ２１２では、システム制御部５０は、図７（ｃ）に示すように、動画撮影ＧＵＩボタ
ン７１１をグレーアウトした状態で表示、もしくは、非表示にし、クリエイティブ動画撮
影の指示を受け付けることができないようにする。図７（ｃ）には、クリエイティブ動画
撮影ができないことを示す撮影待機中の表示部２８の一例を示す。
【００４７】
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　Ｓ２１３では、システム制御部５０は、図７（ｃ）のインジケータ７１２に示すように
待機中インジケータの未撮影（４つの動画のうち、撮影がされていない動画）分の区画を
ブラックアウト（黒色表示）して、次の撮影ができないことを示す。このとき、インジケ
ータ７１２のように、４つの区画のうち２つの区画が白色であり、残りの２つの区画がブ
ラックアウトしている場合には、２チャプタの撮影が未撮影であることを示す。未撮影分
のチャプタは、クリエイティブ動画撮影が可能になると、再びグレー表示になる。また、
Ｓ２１１において１チャプタの撮影が可能でないと判定された場合には、撮影可能である
時間を時間表示７１４のように、０秒と表示してもよい。さらに、電源部３０の容量が十
分でない場合には、電池マーク７１３のように電池容量を黒色で塗って表示することで、
電池がないことをユーザに示しても良い。ユーザは、これらの表示を確認することで、再
びクリエイティブ動画の撮影が行えるように準備することができる。
【００４８】
　Ｓ２１４では、システム制御部５０は、シャッターボタン６１の操作により第１シャッ
タースイッチ６２の押下後に、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否かを判定す
る。押下されたと判定された場合には、Ｓ２１５へ進み、そうでない場合には、Ｓ２０１
へ戻る。
【００４９】
　Ｓ２１５では、システム制御部５０は、クリエイティブ静止画処理を行う。静止画撮影
については静止画撮影処理（図３（ｃ））で説明する。
【００５０】
　Ｓ２１６では、システム制御部５０は、図７（ａ）に示すように、表示部２８に動画撮
影ＧＵＩボタン７０２を表示する。動画撮影ＧＵＩボタン７０２は表示部２８に表示され
、対応するタッチパネル７０ａ上が押下されたことに応じて、動画撮影が開始されるＧＵ
Ｉボタンである。図７（ａ）において電池マーク７２１は、電池の容量が全て白色で表示
されており、電池の容量がほぼ満タンであることを示している。なお、クリエイティブ動
画撮影においては、１チャプタ分の動画を撮影可能である電池容量があればよいので、必
ずしも電池マークの電池の容量を示す表示が満タンであるとは限らない。
【００５１】
　Ｓ２１７では、図７（ａ）に示すような動画撮影ＧＵＩボタン７０２が押下（タッチ）
されたか否かを判定する。表示部２８に対応するタッチパネル７０ａ上に対応する領域に
、タッチ操作が行われると、動画撮影ＧＵＩボタン７０２が押下されたと判定する。押下
されたと判定した場合には、Ｓ２１８へ進み、そうでない場合はＳ２１４へ戻る。つまり
、第２シャッタースイッチ６３または、動画撮影ＧＵＩボタン７０２が押下されるまで待
つ。このとき、節電開始時間が経ったことに応じて、スリープモードに入ってもよい。
【００５２】
　Ｓ２１８では、システム制御部５０は、クリエイティブ動画処理を行う。クリエイティ
ブ動画撮影については、図４を用いて後述する。
【００５３】
　＜オートモード＞
　次に図３のオートモードのフローを、図７（ｄ）を用いて説明する。
【００５４】
　図３（ａ）には、通常撮影モード（例としてオートモード）の処理のフローを示してい
る。この処理は、不揮発性メモリ５１に記録されたプログラムをシステムメモリ５２に展
開してシステム制御部５０が実行することで実現する。図７（ｄ）は、オートモードでの
撮影待機中の表示部２８の一例を示している。
【００５５】
　Ｓ３０１では、システム制御部５０は、表示部２８に図７（ｄ）に示すようにライブビ
ュー画像７１０を表示する。
【００５６】
　Ｓ３０２では、システム制御部５０は、図２のＳ２１６と同様に、図７（ｄ）に示すよ
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うに動画撮影ＧＵＩボタン７１６を表示する。
【００５７】
　Ｓ３０３では、システム制御部５０は、シャッターボタン６１（物理ボタン）の操作に
より、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否かを判定する。押下されたと判定さ
れた場合には、Ｓ３０４へ進み、そうでない場合には、Ｓ３０５へ進む。
【００５８】
　Ｓ３０４では、システム制御部５０は、静止画撮影処理を行う。静止画撮影処理につい
ては、図３（ｃ）のフローを用いて後述する。
【００５９】
　Ｓ３０５では、システム制御部５０は、動画撮影ＧＵＩボタン７１６が押下（タッチ）
されたか否かを判定する。押下されたと判定した場合には、Ｓ３０６へ進み、そうでない
場合はＳ３０３へ戻る。このように、第２シャッタースイッチ６３または、動画撮影ＧＵ
Ｉボタン７１６が押下されるまで待つ。
【００６０】
　Ｓ３０６では、システム制御部５０は、動画撮影処理を行う。動画撮影処理については
、図３（ｂ）のフローを用いて後述する。
【００６１】
　次に、図３（ｂ）の動画撮影処理のフローを図７（ｄ）、（ｅ）を用いて説明する。図
７（ｅ）は、オートモードでの撮影中の表示部２８の一例を示したものである。また、図
３（ｂ）は、動画撮影処理のフローを示しており、図３（ａ）のＳ３０６における動画撮
影処理の詳細フローである。
【００６２】
　Ｓ３１０では、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００に撮影モード設定が、ク
リエイティブ撮影モードが設定されているか否かを判定する。設定されていると判定した
場合は、Ｓ３１１へ進み、そうでない場合には、Ｓ３１２に進む。
【００６３】
　Ｓ３１１では、システム制御部５０は、クリエイティブ動画処理を行う。クリエイティ
ブ動画処理については、図４のフローを用いて後述する。
【００６４】
　一方、Ｓ３１０で設定されていないと判定された場合のフローを、オートモード（クリ
エイティブ動画処理とは異なり、撮影の開始と終了の双方をユーザの指示に応じて行い、
撮影した動画に効果をかけないで記録するモード）として、その撮影の処理を説明する。
また、本実施形態においては撮影モードを後述するオートモードとクリエイティブ撮影モ
ードのいずれかであると説明するが、これに限らず他の撮影モードがあってもよい。
【００６５】
　Ｓ３１２では、システム制御部５０は、撮影の待機中に表示されていた動画撮影ＧＵＩ
ボタン７１６を非表示にする。
【００６６】
　Ｓ３１３では、システム制御部５０は、動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７を表示部２８
上に表示する。動画撮影ＧＵＩボタン７１６は、押下されたことに応じて動画の撮影が開
始されるが、動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７は、押下されたことに応じて動画の撮影を
終了する。動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７は、動画撮影ＧＵＩボタン７１６と同じ大き
さ及び同じ表示領域に表示するようにすることで、ユーザは撮影の開始指示と同じ位置へ
のタッチ操作で撮影の終了指示をすることができる。
【００６７】
　Ｓ３１４では、システム制御部５０は、撮像部１０３により得られ、Ａ／Ｄ変換器１５
によりデジタルデータに変換された画像データを、図８（ｂ）に示すような動画ファイル
８０５として記録媒体２００に記録する。オートモードでの動画撮影では、撮影した動画
に効果をかけずに、撮影した動画を撮影した時間分そのまま記録するものとする。また、
オートモードでの動画撮影では、撮影時間７１８を表示し、動画撮影の開始から何秒経過
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しているのか（撮影開始後の経過時間）を示すので、ユーザは所望の撮影時間が経過した
ことを確認した後に撮影を終了することができる。
【００６８】
　Ｓ３１５では、システム制御部５０は、動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７が押下（タッ
チ）されたか否かを判定する。押下されたと判定した場合には、Ｓ３１６へ進み、そうで
ない場合は、Ｓ３１４へ戻る。
【００６９】
　Ｓ３１６では、システム制御部５０は、撮像部１０３により得られ、Ａ／Ｄ変換器１５
によりデジタルデータに変換された画像データを、動画として記録媒体２００に記録する
ことを停止する。動画撮影を停止すると再び、動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７が非表示
になり、動画撮影ＧＵＩボタン７１６が表示される。
【００７０】
　次に、図３（ｃ）の静止画撮影処理のフローを説明する。図３（ｃ）は、静止画撮影処
理のフローを示している。
【００７１】
　Ｓ３２０では、システム制御部５０は、デジタルカメラ１００にクリエイティブ撮影モ
ードが設定されているか否かを判定する。設定されていると判定した場合は、Ｓ３２１へ
進み、そうでない場合には、Ｓ３２２に進む。
【００７２】
　Ｓ３２１では、システム制御部５０は、クリエイティブ静止画処理を行う。クリエイテ
ィブ静止画処理は、静止画を撮影し、効果（例えば、被写体の色を変える効果や、被写体
の構図を変える効果）をかけて編集、調整した後、記録する。
【００７３】
　Ｓ３２２では、システム制御部５０は、オートモードでの静止画撮影を行う。
【００７４】
　このように、本実施形態においては、タッチパネル７０ａ上の動画撮影ＧＵＩボタン７
１６が押下されると動画撮影が開始され、第２シャッタースイッチ６３が押下されると静
止画撮影が開始される。また、クリエイティブ撮影モードか否かを判定することにより、
オートモード、もしくはクリエイティブ撮影モードで撮影を行う。
【００７５】
　＜クリエイティブ動画処理＞
　次に、図４のクリエイティブ動画処理のフローについて図６、図７（ｂ）を用いて説明
する。この処理は、不揮発性メモリ５１に記録されたプログラムをシステムメモリ５２に
展開してシステム制御部５０が実行することで実現する。
【００７６】
　Ｓ４０１では、表示部２８に表示されていた動画撮影ＧＵＩボタン７０２を非表示にす
る。動画撮影ＧＵＩボタン７０２が非表示になると、図７（ｂ）のように、動画撮影ＧＵ
Ｉボタン７０２が表示されていた領域には、ライブビュー画像７０５の一部が表示される
。クリエイティブ撮影モードでは、動画撮影ＧＵＩボタン７０２を非表示にした後に、オ
ートモードのように動画撮影終了ＧＵＩボタンを表示せず、タッチ操作での動画撮影の終
了指示を受け付けない。クリエイティブ撮影モードの動画撮影では、設定された撮影時間
の一部の期間と、その期間に撮影された動画にかける効果が設定されるので、設定された
撮影時間の経過前に撮影が終了されると、中途半端な効果のかかった動画が生成される可
能性がある。また、クリエイティブ撮影モードの動画撮影の撮影中には、対応する効果を
かけた画像を表示部２８に表示しないので、撮影中の動画に対してどのような効果がかけ
られて記録されているのかユーザは知ることができない。よって、オートモードと同様に
、同じ操作で、動画の開始と終了の指示ができてしまうと、どのタイミングで撮影を終了
してもよいものと判断され、ユーザの判断で不用意に動画の撮影が終了される可能性があ
る。よって、動画撮影の終了指示をタッチ操作で受け付けないことで、ユーザが不用意に
クリエイティブ動画の撮影を終了させることなく、予め設定された撮影時間、撮影を行い
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、設定された期間、効果がかけられたチャプタを取得することができる。
【００７７】
　Ｓ４０２では、システム制御部５０は、撮影時間ＲｅｃＴを決定する。本実施形態では
、３秒、４秒、６秒のいずれかから選択され、撮影時間が決定される。撮影時間は、動画
にかかる効果に応じて決定される。本実施形態において、各動画の撮影時間は３～６秒で
あるが、各動画の再生時間は４～７秒となるように設定しており、各効果をかけた場合に
動画が４～７秒の再生時間におさまるような撮影時間に設定される。
【００７８】
　Ｓ４０３では、システム制御部５０は、システム制御部５０は、撮影中インジケータの
描画ピクセル幅ＤｒａｗＷを決定する。図７（ｂ）に示す撮影中インジケータ７０７は、
４つの区画からなり、１チャプタ目の動画から４チャプタ目の動画に対応する区画が左か
ら順番に並んでいる。各区画は、対応するチャプタが未撮影の場合はグレー表示、撮影済
みである場合には白色表示され、チャプタの撮影が進むと、左から１つ目の区画から順に
４つ目の区画までグレーから白色表示に切り替わることで、動画撮影の進捗率を示す（進
捗率表示）。未撮影のチャプタをグレー表示、撮影済みのチャプタを白色表示する点は、
待機中インジケータと同様である。
【００７９】
　ここで、図６を用いて、撮影中のインジケータ表示について説明する。図６（ａ）は、
撮影中に表示されるインジケータの区画幅ＢａｒＷと描画ピクセル幅ＤｒａｗＷについて
、図６（ｂ）はさらに撮影時間毎のＤｒａｗＷについて説明するための図である。図６（
ａ）に示す区画幅ＢａｒＷ６０３は、区画１つ分の長さと等しく、１つのチャプタ（１回
の撮影指示により撮影される動画）での撮影時間全体を示しており、撮影時間によって表
示の長さは変わらない。また、区画幅ＢａｒＷ６０３は図７（ｂ）の撮影中の進み具合を
示す撮影中インジケータ７０７のうち、１つの区画を説明のために大きく表示したもので
ある。つまり、撮影時間が３秒であっても、４秒であっても、６秒であっても区画幅Ｂａ
ｒＷ６０３の長さは同じである。また、白色部分６０１は１チャプタの動画の中で、撮影
済みの部分の撮影時間の長さの割合を示しており、グレー部分６０２は未撮影の部分の撮
影時間の長さの割合を示している。描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ６０４は、１回のインジケ
ータの表示の更新で、グレーから白色に色を切り替える（塗り替える）描画ピクセル幅を
示している。撮影をしている間、撮影が進むことに応じて、所定期間（書換時間Ｔα）で
撮影が済んだことを示すためにインジケータの一区画の中の表示が更新される。書換時間
Ｔαは、フレームレートＤｒａｗＦの逆数である。本実施形態では、グレーから白色にイ
ンジケータの色が切替わると、その分撮影が進んだことを示すものとする。つまり、撮影
開始時には全てグレーで表示されていたインジケータの区画が、撮影が進むにつれて左側
から、それぞれの撮影期間中において、設定された撮影時間に対応する進捗率でグレーか
ら白色に切り替わり、撮影の進み具合を把握することができる。また、撮影が終了した時
には、撮影開始時にグレー表示されていた一区画が全て白色で表示されるため、表示色の
違いにより、撮影の進み具合だけでなく、１チャプタ分の撮影が終了したことをユーザは
知ることができる。
【００８０】
　また、１回の描画で進める（進捗率を示す表示を変更する）幅である描画ピクセル幅Ｄ
ｒａｗＷは次式により求めることができる。
ＤｒａｗＷ＝ＢａｒＷ／（ＲｅｃＴ＊ＤｒａｗＦ）
【００８１】
　フレームレートＤｒａｗＦは、表示部２８に単位時間（１秒）あたりに行う描画の更新
の回数を示しており、その値は、表示部２８またはシステム制御部５０等による。よって
、区画幅ＢａｒＷとフレームレートＤｒａｗＦは、動画のチャプタ毎に変更する値ではな
いため、描画ピクセル幅ＤｒａｗＷは撮影時間ＲｅｃＴの長さのみに応じて、区画毎にそ
の幅が変わることが分かる。図６（ｂ）の撮影時間毎の描画ピクセル幅ＤｒａｗＷには、
３秒の場合の描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ６０５、４秒の場合の描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ
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６０６、６秒の場合の描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ６０７が示されている。これらを比較す
ると、撮影時間ＲｅｃＴの値が長くなるほど描画ピクセル幅ＤｒａｗＷの幅が狭くなり、
撮影時間ＲｅｃＴの値が短くなるほど描画ピクセル幅ＤｒａｗＷの幅が広くなることが分
かる。すなわち、撮影時間が長くなる程、進捗率の進み具合はゆっくりになり、撮影時間
が短くなる程、進捗率の進み具合は速くなり、１チャプタの動画撮影内での進み具合が視
覚的に分かる。また、いずれの撮影時間の長さに於いても決定された動画撮影時間が経過
する時点で、進捗率の描画が終わる。
【００８２】
　Ｓ４０４では、システム制御部５０は、動画撮影を開始し、撮影した動画に効果をかけ
て、撮影の進行と同時に記録媒体２００に記録する。各動画にかける効果は、スローモー
ション／クイックモーション／残像効果からランダムに選択され、どのような効果で動画
が記録されているのか、動画の撮影中には表示されないものとする。さらに、１チャプタ
目の撮影の開始に応じて、４チャプタ全ての動画にかける効果を、スローモーション／ク
イックモーション／残像効果とは別に、色フィルター／輝度合成から選択される。
【００８３】
　Ｓ４０５では、システム制御部５０は、動画撮影中の表示処理をする。動画撮影中の表
示処理については、図５を用いて後述する。
【００８４】
　Ｓ４０６では、システム制御部５０は、動画撮影を停止する。クリエイティブ動画撮影
においては、動画の撮影開始はユーザが指示し、ランダムに設定された撮影時間が経過後
に自動的に動画の撮影を中止する。しかし、クリエイティブ動画撮影では、タッチパネル
７０ａにおいて動画撮影の終了を受け付けないが、第２シャッタースイッチ６３の押下に
よって動画の撮影を終了させることができる。オートモードでの動画撮影では、タッチパ
ネル７０ａ上のボタンへのタッチ操作で動画撮影の開始と終了の指示ができるのに対し、
クリエイティブ動画撮影においては、同じ指示手段での動画撮影の開始と終了を受け付け
ない。このように、クリエイティブ動画撮影では、動画撮影の終了を指示するボタンを表
示しないことで、不用意にユーザは動画の撮影を終了することができないようにしている
。
【００８５】
　Ｓ４０７では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが０か否かを判定する。Ｎ＝０
であると判定した場合には、Ｓ４０８へ進み、そうでない場合はＳ４０９へ進む。
【００８６】
　Ｓ４０８では、システム制御部５０は、記録媒体２００内に新規に動画ファイルを作成
し、最新のＳ４０４の処理において撮影されたチャプタを、作成した動画ファイルの一部
として記録する。図８は、記録媒体２００に記録される動画の記録形式を示したものであ
る。図８（ａ）はクリエイティブ動画撮影での、一組とする一連の動画の記録形式を示し
たものであり、図８（ｂ）はオートモードでの動画撮影での動画の記録形式を示したもの
である。図８（ａ）－１は、４つのチャプタが作成された１つの動画ファイル８０１内に
順に配置されることで一組とする一連の動画を作成する場合の記録形式を示したものであ
る。本実施形態においては一組とする一連の動画は、一つの動画ファイルとして記録する
ものとして説明する。しかし、一連の撮影で得られた動画は、１つの動画ファイルとして
記録しなくても、図８（ａ）－２に示すように記録媒体２００内で別の動画ファイルとし
て記録し、同一の属性情報（組情報８０２）を有することで一組とする一連の動画を作成
してもよい。このようにチャプタとなる動画を動画ファイルとして作成する場合には、Ｓ
４０８では新たな組情報８０２を付与して撮影された動画を動画ファイルとして記録する
。同一の組情報８０２を有する動画ファイル（チャプタ）が４つ記録媒体２００に記録さ
れると、一組とする一連の動画が完成する（４つの動画ファイルを一連の動画として再生
することができる）。なお、他にも、以下のような場合も含む。取得した複数の動画に対
して、後で一組の動画となるようにそれぞれを関連付けることのできる情報を付与して記
録してもよい。この場合、実際に複数の動画を一組の動画として再生または連結するのは
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、アプリやソフトウェアであるが、関連付けて複数の動画を記録した作成手段により一組
の動画が作成されたとする。
【００８７】
　Ｓ４０９では、システム制御部５０は、既存の記録媒体２００内の動画ファイル８０１
に、最新のＳ４０４において撮影した動画を配置（記録）する。
【００８８】
　Ｓ４１０では、システム制御部５０は、終了処理を行う。終了処理では、撮影した動画
の圧縮処理、サムネイルの作成等を行い、撮影日時と共に記録する。図８（ａ）－１に示
すように、動画ファイル８０１内で１チャプタ目から４チャプタ目まで順番に記録（連結
するように記録制御）することで動画ファイルを作成する。また、同一の組情報を有する
ことで一組となる一連の動画を作成する場合には、ここで、それぞれの動画に対するファ
イル名、ファイルＩＤと、含まれる一連の動画の組情報が付与され、動画の圧縮処理、サ
ムネイルの作成がされ、撮影日時と共に記録される。ここで記録される組情報８０２及び
、動画ファイルＩＤ８０４や撮影日時等の情報によって、４つのチャプタがどの順番で撮
影されたのか（どの順番で再生されるのか）といった順番が分かる。
【００８９】
　Ｓ４１１では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎを１増やし、システムメモリ５
２に記録する。
【００９０】
　Ｓ４１２では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが４以上か否かを判定する。Ｎ
＝４以上であると判定した場合は、Ｓ４１３へ進み、そうでない場合はクリエイティブ動
画処理を終了する。
【００９１】
　Ｓ４１３では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎを０にする。一組とする一連の
動画には４つの動画が含まれるように、一組とする一連の動画に含まれる４つの動画が撮
影される度にＮの値を０にする。
【００９２】
　＜動画撮影中表示処理＞
　次に、図５の動画撮影中表示処理のフローについて図７（ｂ）を用いて説明する。図５
は、図４のＳ４０５の動画撮影中表示処理を示したフローであり、撮影中（動画撮影ＧＵ
Ｉボタン７０２が押下された後から、撮影時間が経過するまで）の処理のフローを示した
ものである。図７（ｂ）は、撮影中の表示部２８の一例を示すものである。図７（ｂ）の
撮影中インジケータ７０７は、４つの動画のうち２つ目の動画までを撮影した後のインジ
ケータの表示例を示している。ライブビュー画像７０５の下に示す撮影中インジケータ７
０７（１）、７０７（２）、７０７（３）は、それぞれ１チャプタ目、２チャプタ目、４
チャプタ目の撮影中の撮影中インジケータの表示例を示している。
【００９３】
　Ｓ５０１では、システム制御部５０は、システムタイマー５３において撮影時間の計測
を開始するようにする。
【００９４】
　Ｓ５０２では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが０であるか否かを判定する。
Ｎ＝０であると判定した場合には、Ｓ５０３へ進み、そうでない場合はＳ５０９へ進む。
【００９５】
　Ｓ５０３では、システム制御部５０は、全ての区画をグレー表示した撮影中インジケー
タ７０７を表示する。撮影中インジケータ７０７は、図７（ｂ）の撮影中インジケータ７
０７に示すように、待機中インジケータ７０３と比較すると、表示サイズが大きく、また
１つ１つの区画の表示幅が長く、区画の中が見やすいように表示される。すなわち、待機
中のインジケータ７０３は撮影中インジケータ７０７よりも小さいサイズの区画（小区画
）で表示される。各区画の幅は等しく、左から順に１チャプタ目、２チャプタ目、３チャ
プタ目、４チャプタ目の動画の撮影状況（撮影の進み具合及び撮影済みか否かの状態）と



(17) JP 6376915 B2 2018.8.22

10

20

30

40

50

対応している。４つの区画がグレーで表示されており、白色表示されている区画がないこ
とから、撮影済みの動画がなく、１つ目の動画の撮影開始時であることが分かる。
【００９６】
　Ｓ５０４では、システム制御部５０は、システムタイマー５３において書換時間の計測
を開始するようにする。
【００９７】
　Ｓ５０５では、システム制御部５０は、最後のＳ５０４における書換時間の計測開始か
ら、書換時間Ｔαが経過したか否かを判定する。書換時間Ｔαが経過したと判定した場合
には、Ｓ５０６へ進み、そうでない場合は、そのまま書換時間Ｔαが経過するまで待つ。
【００９８】
　Ｓ５０６では、システム制御部５０は、撮影中インジケータ７０７（１）のように、４
つの区画のうち１つ目の区画７０７ａに、Ｓ４０３において算出された描画ピクセル幅Ｄ
ｒａｗＷで、撮影の開始からの経過時間に応じた進捗率の表示（白色への切替え）をする
。
【００９９】
　Ｓ５０７では、システム制御部５０は、Ｓ５０１の撮影時間の計測開始からＳ４０２に
おいて設定された撮影時間ＲｅｃＴが経過したか否かを判定する。撮影時間ＲｅｃＴが経
過したと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合には、Ｓ５０８へ進む
。
【０１００】
　Ｓ５０８では、システム制御部５０は、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否
かを判定する。押下されたと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合に
はＳ５０４へ戻る。
【０１０１】
　Ｓ５０９では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが１であるか否かを判定する。
Ｎ＝１であると判定した場合には、Ｓ５１０へ進み、そうでない場合はＳ５１６へ進む。
【０１０２】
　Ｓ５１０では、システム制御部５０は、１つ目の区画を白色表示した撮影中インジケー
タ７０７を表示する。１つ目の区画が白色表示されており、２つ目以降の区画がグレーで
表示されているため、２つ目の動画の撮影中であることが分かる。このように、本実施形
態においては、チャプタの撮影中にも、他の３チャプタの撮影が済んでいるか否かを撮影
中のチャプタの進み具合と共に示すので、４つの動画の撮影の中で、何チャプタ目のどの
あたりを撮影しているのかを把握することができる。また、一組とする動画の完成までの
撮影の進み具合が分かる。
【０１０３】
　Ｓ５１１では、システム制御部５０は、システムタイマー５３において書換時間の計測
を開始するようにする。
【０１０４】
　Ｓ５１２では、システム制御部５０は、最後のＳ５１１での書換時間の計測開始から、
書換時間Ｔαが経過したか否かを判定する。書換時間Ｔαが経過したと判定された場合に
は、Ｓ５１３へ進み、そうでない場合はそのまま書換時間Ｔαが経過するまで待つ。
【０１０５】
　Ｓ５１３では、システム制御部５０は、撮影中インジケータ７０７（２）のように、４
つのうち２つ目を示す区画７０７ｂに、Ｓ４０３で算出された描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ
の幅で、撮影の開始からの経過時間に応じた進捗率の表示（白色への切替え）をする。
【０１０６】
　Ｓ５１４では、システム制御部５０は、Ｓ５０１の撮影時間の計測開始からＳ４０２に
おいて設定された撮影時間ＲｅｃＴが経過したか否かを判定する。撮影時間ＲｅｃＴが経
過したと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合には、Ｓ５１５へ進む
。
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【０１０７】
　Ｓ５１５では、システム制御部５０は、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否
かを判定する。押下されたと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合に
はＳ５１１へ戻る。
【０１０８】
　Ｓ５１６では、システム制御部５０は、撮影済動画数Ｎが２であるか否かを判定する。
Ｎ＝２であると判定した場合には、Ｓ５１７へ進み、そうでない場合はＳ５２３へ進む。
【０１０９】
　Ｓ５１７では、システム制御部５０は、１つ目と２つ目の区画を白色表示した撮影中イ
ンジケータ７０７を表示する。撮影中インジケータ７０７の４つの区画のうち、１つ目と
２つ目の区画が白色表示されており、３つ目以降の区画がグレーで表示されているため、
３つ目の動画の撮影中であることが分かる。
【０１１０】
　Ｓ５１８では、システム制御部５０は、システムタイマー５３において書換時間の計測
を開始するようにする。
【０１１１】
　Ｓ５１９では、システム制御部５０は、最後のＳ５１８での書換時間の計測開始から、
書換時間Ｔαが経過したか否かを判定する。書換時間Ｔαが経過したと判定した場合には
、Ｓ５２０へ進み、そうでない場合はそのまま書換時間Ｔαが経過するまで待つ。
【０１１２】
　Ｓ５２０では、システム制御部５０は、撮影中インジケータ７０７の４つの区画のうち
、３つ目の区画を示す７０７ｃに、Ｓ４０３において算出された描画ピクセル幅Ｄｒａｗ
Ｗの幅で、撮影の開始からの経過時間に応じた進捗率の表示（白色への切替え）をする。
【０１１３】
　Ｓ５２１では、システム制御部５０は、Ｓ５０１の撮影時間の計測開始からＳ４０２に
おいて設定された撮影時間ＲｅｃＴが経過したか否かを判定する。撮影時間ＲｅｃＴが経
過したと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合には、Ｓ５２２へ進む
。
【０１１４】
　Ｓ５２２では、システム制御部５０は、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否
かを判定する。押下されたと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合に
はＳ５１８へ戻る。
【０１１５】
　Ｓ５２３では、システム制御部５０は、１つ目から３つ目の区画を白色表示した撮影中
インジケータ７０７を表示する。撮影中インジケータ７０７の４つの区画のうち、１つ目
から３つ目の区画が白色表示されており、４つ目の区画がグレーで表示されているため、
４つ目の動画の撮影中であることが分かる。
【０１１６】
　Ｓ５２４では、システム制御部５０は、システムタイマー５３において書換時間の計測
を開始するようにする。
【０１１７】
　Ｓ５２５では、システム制御部５０は、最後のＳ５２４の書換時間の計測開始から、書
換時間Ｔαが経過したか否かを判定する。書換時間Ｔαが経過したと判定された場合には
、Ｓ５２６へ進み、そうでない場合はそのまま書換時間Ｔαが経過するまで待つ。
【０１１８】
　Ｓ５２６では、システム制御部５０は、撮影中インジケータ７０７（３）のように、４
つうち４つ目を示す７０７ｄに、Ｓ４０３で算出された描画ピクセル幅ＤｒａｗＷの幅で
、撮影の開始からの経過時間に応じた進捗率の表示（白色への切替え）をする。
【０１１９】
　Ｓ５２７では、システム制御部５０は、Ｓ５０１の撮影時間の計測開始からＳ４０２に
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おいて設定された撮影時間ＲｅｃＴが経過したか否かを判定する。撮影時間ＲｅｃＴが経
過したと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合には、Ｓ５２８へ進む
。
【０１２０】
　Ｓ５２８では、システム制御部５０は、第２シャッタースイッチ６３が押下されたか否
かを判定する。押下されたと判定した場合には、動画の撮影を終了し、そうでない場合に
はＳ５２４へ戻る。
【０１２１】
　上述したように、Ｓ５０４～Ｓ５０８、Ｓ５１１～Ｓ５１５、Ｓ５１８～Ｓ５２２、Ｓ
５２４～Ｓ５２８では、動画撮影の開始後、書換時間Ｔαが経過する度にＳ４０３で算出
された描画ピクセル幅ＤｒａｗＷの幅で区画の表示色をグレーから白色に切り替える。こ
のように、本実施形態では、一組とする一連の動画の作成の進捗だけでなく、それに含ま
れる１つの動画（チャプタ）での撮影の進み具合（撮影時間のうち経過した時間）をイン
ジケータ（区画内）の表示により知ることができる。また、あとどれくらいで撮影中の１
チャプタの撮影が終了するのかといった割合もインジケータの表示により、知ることがで
きる。
【０１２２】
　本実施形態におけるクリエイティブ動画撮影について、インジケータ表示と、動画撮影
終了ＧＵＩボタンの表示に関しての２つに分けて以下に記載する。
【０１２３】
　＜インジケータ表示について＞
　以上、説明した実施形態によれば、ユーザは、複数の動画から一組とする一連の動画を
作成する際に、一組とする動画に含まれる動画全体の中での撮影の進み具合（進捗状況）
を知ることができる。すなわち、一組とする動画の作成中（一組とする動画に含まれる動
画の撮影中及び待機中）に、撮影済みのチャプタに対応する区画を白色表示し、未撮影の
チャプタに対応する区画をグレー表示する。さらに、撮影中には、撮影中のチャプタに対
応する区画の表示色を、撮影が済んだ部分をグレーから白色に撮影が進むことに応じて切
り替えていく。よって、インジケータの表示により、撮影の進み具合を視覚的に把握する
ことができる。待機中インジケータは、撮影中インジケータよりも小さく、ライブビュー
画像に重なって表示される面積がより小さくなるように表示され、各撮影を示す区画の表
示色により撮影済みか否かの状態を示す。よって、動画撮影を行う前の待機中には、ライ
ブビュー画像を確認しながらも、撮影の進み具合を把握することができる。撮影中インジ
ケータは、待機中インジケータよりも大きく、１つの区画の中の表示色の変化（撮影済み
を示す表示の割合）がわかるような大きさで、また進み具合を視覚的に認識しやすいよう
な広い区画幅で表示される。撮影中には進み具合が分かるように表示が一定期間ごとに更
新され、撮影済みの部分（撮影済みのチャプタと、撮影中のチャプタの中での撮影済み部
分）と、撮影終了までの進み具合を把握することができる。撮影済みのチャプタを示す表
示と、１チャプタの中での撮影済みの割合を示す表示は同様に白色で表示され、さらに撮
影済みのチャプタを示す表示も、１チャプタの中での撮影済みの割合を示す表示も同一方
向に表示色が切り替えられる。
【０１２４】
　また、撮影中インジケータでは、各チャプタの撮影時間に関わらず、区画の幅（撮影開
始から撮影終了までに表示色を変更させる長さ）が等しく表示されており、ユーザは１チ
ャプタを撮影し終えるまでの進み具合を把握することができる。クリエイティブ動画撮影
においては、異なる撮影時間と再生時間となるチャプタを含む、４つのチャプタにより、
一組とする一連の動画を作成する。そのため、時間単位で撮影の進み具合を表示するより
も、一組とする動画を構成する割合で進み具合を表示した方が、ユーザは一組とする動画
作成の進み具合を把握しやすい。また、ユーザは、動画撮影を行うだけで、手動で編集を
行わなくても効果のかかった一組とする動画を作成することができる。
【０１２５】
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　＜動画撮影終了ＧＵＩボタンの表示について＞
　さらに、説明した実施形態によれば、クリエイティブ動画撮影が開始されたことに応じ
て、タッチパネル７０ａ上の動画撮影ＧＵＩボタン７０２を非表示にし、さらに動画撮影
終了ＧＵＩボタン７１７は表示しない。つまり、ユーザは動画の開始指示と同じ操作（タ
ッチ操作）にて、動画撮影の終了指示を行うことができないので、不用意に動画撮影が中
断されない。また、不用意に動画撮影が終了せずに、中途半端な効果のかかった動画が生
成される可能性が低減される。本実施形態においては、動画に付与する効果と撮影時間及
び再生時間が関連しており、設定された撮影時間に実際に撮影した時間が満たないと、１
つの動画に対して構成されている効果が途中までしかかからないことになる。動画撮影の
終了は、第２シャッタースイッチへの押下（静止画の撮影指示方法）で行うことができる
が、動画撮影の開始指示と同じタッチ操作ではないので、オートモードでの動画撮影とは
異なり、動画撮影の開始と終了を同一操作で容易に指示できない。また、オートモードで
は表示されている動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７（動画撮影の終了指示手段）を表示し
ないことで、ユーザに動画撮影を途中で終了しないことが望ましいことを認識させたり、
そもそも動画撮影を終了するという発想が浮かばないようにする。また、動画撮影終了Ｇ
ＵＩボタン７１７を表示しないので、表示自体はしているがタッチ操作を行っても実際に
は動画撮影の終了を受け付けないよりもユーザへ与えるストレスが低減できる。さらに、
システム制御部５０は不要な表示処理をしなくてよいので、処理にかかる負荷を低減する
ことができる。以上のように、本実施形態において動画撮影終了ＧＵＩボタン７１７をク
リエイティブ動画撮影中に表示させないことで設定された効果を有する一組とする動画を
作成できる可能性が高くなる。
【０１２６】
　また、記録媒体２００に記録する際には、各動画に異なるスローモーション／クイック
モーション／残像効果といった効果をかけることで、動画の撮影中にユーザは、動画にか
かる効果を意識することなく撮影をすることができる。このように動画の撮影中には、動
画撮影の進み具合のみで、かかる効果を示す表示、または効果のかかった動画の表示をし
ないので、効果を意識せずにユーザは撮影を行い、結果として、ユーザの予測していなか
った一組とする動画を作成することができる。また、撮影した動画から、ユーザは動画の
編集作業を行わずとも、通常の効果をかけない動画とは異なるユニークな一組とする動画
を得ることができる。
【０１２７】
　なお、本実施形態においては、設定された効果をかける動画を、記録媒体２００に記録
する前に効果をかけて記録をすることを説明した。しかし、本発明はこれに限らず、効果
をかけて再生するような動画の撮影においても有効である。このような場合には、一組の
動画にかかる効果は、一組の動画と関連付けて記録する。効果をかけて再生するような場
合にも、動画の撮影が不用意にユーザによって中断されてしまうと、動画には中途半端に
効果がかかり、品位の高い動画が得られない可能性がある。より詳しくは、撮影した動画
に効果をかけずに動画ファイルとして記録し、動画ファイルの属性情報として再生時に施
すべき効果の種別及び区間を記憶しておく。そして、動画を再生する際に、動画ファイル
から読み出した動画に、属性情報が示す効果を施した上で再生する。このように、再生時
に効果をかけることが予めわかっている場合の動画撮影にも本発明を適用可能である。ま
た、撮影した動画を記録媒体２００に記録することを説明したが、バッファメモリに一時
的に記録（配置）した後に不揮発性メモリに記録するような場合にも本発明は有効である
。
【０１２８】
　なお、本実施形態では、撮影時間、描画ピクセル幅ＤｒａｗＷと効果の設定は、各撮影
の前に行うことを説明した。しかし、一組とする動画に含まれる最初の動画の撮影が開始
されたことに応じて４つの動画全ての撮影時間、描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ、効果を決定
してもよいし、４つの動画にかける効果を関連付けて決定し、システムメモリ５２に記録
してもよい。
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【０１２９】
　なお、本実施形態においては、撮影中インジケータは、待機中インジケータよりも区画
の進み具合が見えるように大きく表示し、待機中インジケータはライブビュー画像に重な
る面積が小さくなるように表示するとしたが、表示する大きさや形はこれに限らない。ラ
イブビュー画像は図７（ａ）のように表示部２８全体ではなく、図７（ｂ）のように記録
される範囲外を表示せず、いわゆるピラーボックスを伴って待機中に表示する場合には、
待機中インジケータと撮影中インジケータを同じ大きさで表示してもよい。インジゲータ
を単純な長方形として表現しているが、図６（ｃ）に示すような円弧上やその他形状であ
っても良い。図６（ｃ）のように円弧上で進み具合を示す場合にも、撮影済みの動画に対
応する区画は白色表示し、未撮影の動画に対応する区画はグレー表示すればよい。また、
描画ピクセル幅ＤｒａｗＷ６０８のような扇形にして、進み具合を示してもよい。インジ
ケータの表示位置は、本実施形態では表示部２８の下側に表示したが、表示部２８の上側
や左右に表示してもよい。また、インジケータの各動画を示す区画は、区画毎に表示する
色を別々に設定してもよい。例えば、一組とする動画作成の開始前は全てグレーで表示し
、１つ目の区画は白、２つ目の区画は橙色、３つ目の区画は茶色、４つ目の区画は黒色と
してもよい。また、インジケータに示す色を設定可能にしてもよい。また、本実施形態で
は、未撮影部分を示す表示をグレー、撮影済み部分を示す表示を白色で塗ることを説明し
たが、これは一例に過ぎず、未撮影部分と撮影済み部分を識別することができれば何色を
設定してもよい。
【０１３０】
　また、本実施形態で示したライブビュー画像、インジケータ、動画撮影ＧＵＩボタン、
動画撮影終了ＧＵＩボタンと他の表示物を表示する大きさや表示位置、形は本発明を適用
可能な一例に過ぎない。
【０１３１】
　なお、各動画にかかる効果とは、ユーザの撮影する動画の内容に関係なく決定されるこ
とを説明したが、ユーザが各動画にかける効果を設定し、設定した効果をかけた動画を記
録媒体２００に記録できるようにしてもよい。さらに、１つの一組とする動画に含まれる
全ての動画に同じように効果をかけてもよいし、１チャプタの動画に１つの効果のみをか
けてもよいし、効果をかけないようにしてもよい。
【０１３２】
　なお、各動画にかかる効果は、動画の撮影前にユーザの意図に関係なく決定されること
を説明したが、目的とする被写体や動画の内容に基づいた所定の条件に従って自動的に決
定するか、ユーザが自由に決定できるようにしてもよい。また、撮影時間の候補となる長
さは、３秒、４秒、６秒から自動的に選択されるのではなく、ユーザが設定できるように
しても良いし、５秒、８秒といった他の候補を付け足しても良い。また、再生時間が４秒
～７秒になるように効果がかけられるとしたが、再生時間はこれに限らず、１０秒や２０
秒でも、２秒や３秒といった時間でもよい。候補となる時間は、上記の例に限らない。ま
た、１つの一組とする動画となる動画の数は、４つでなくてもいくつでもよく、ユーザが
予め設定できるようにしてもよい。また、最終的に一組とする動画を構成する動画の数は
、撮影する動画の数と一致していなくてもよい。つまり、撮影した１つの動画に異なる複
数の効果をかけて記録したり、１つの動画から効果をかけるものと効果をかけないものを
記録し、一組とする動画に含めてもよい。
【０１３３】
　なお、本実施形態においては各動画にかける効果はランダムに被写体とは関係なく選択
されるとしたが、被写体の動きの大きさに応じて効果を選択するようにしてもよい。被写
体の動きの大きさが所定以上であれば、残像効果やスローモーションの効果を選択するよ
うにしてもよい。また、色フィルター／輝度合成の効果は本実施形態においては、４つ全
ての撮影で同じ効果をかけるとしたが、それぞれの撮影において色フィルター／輝度合成
を設定するようにしてもよい。ただし、色フィルターや輝度合成の効果をかけたことによ
り、再生時間が撮影時間よりも長くなったり短くなることはない。
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【０１３４】
　また、本実施形態においては、クリエイティブ動画撮影中に、第２シャッタースイッチ
６３が押下されると設定した撮影時間が経過していなくても、クリエイティブ動画撮影を
終了することを説明した。しかし、クリエイティブ動画の撮影中に、第２シャッタースイ
ッチ６３の押下された後に、動画撮影を停止することなく、第２シャッタースイッチ６３
を押下するとクリエイティブ動画の撮影が終了し、中途半端な動画が記録されること、を
警告してもよい。また、それでもユーザが終了する指示（第２シャッタースイッチ６３の
押下）をするようであれば終了の指示を受け付けるようにしてもよい。また、クリエイテ
ィブ動画撮影の開始時に、第２シャッタースイッチ６３が押下されるとクリエイティブ動
画撮影が終了することを予め警告するようにしてもよい。
【０１３５】
　また、本実施形態においては、各チャプタとして撮影される動画には撮影時間が予め設
定されており、撮影時間が経過したことに応じて撮影が停止されることを説明したが、撮
影時間が必ずしも予め設定されたものでなくてもよい。つまり、所望の効果をかける動画
撮影の停止に関する所定の条件としては、撮影時間以外にも、被写体の動きや色温度や輝
度の変化といったものでもよい。例えば、スローモーションや残像効果をかける場合にお
いては、被写体があまり動かないとチャプタを見ても変化の少ない動画になり、ユーザが
面白いと感じない動画になる。そこで、撮影している動画の動き検出を行い、被写体の動
きが所定量以下になったことを検出したことに応じて、撮影を停止してもよい。もしくは
、例えばスローモーション効果をかける場合において、被写体が十分に動いたことが記録
されるとスローモーションの動画としてユーザが面白いと感じる動画になるので、被写体
の動きが所定量以上になったことに応じて、撮影を停止するようにしてもよい。動いた被
写体とは別の被写体を検出したことに応じて等、撮影場面が変化したと判断できる場合に
スローモーションや残像効果等の適用と動画の撮影を停止するようにしてもよい。
【０１３６】
　さらに、一組となる動画に含まれるチャプタの数も、予め設定されていることを説明し
たが、被写体の動きや色温度や輝度の変化に応じてチャプタの数を変更してもよい。例え
ば、撮影された複数のチャプタの中で、各チャプタを比較した場合に被写体の動きの変化
があまりなかったと判定したことに応じてこれ以上撮影を行わないようにしてもよい。ま
た、被写体の変化が撮影毎に大きくなり、チャプタ数を増やすことで、さらにユーザが面
白いと感じる一組の動画が作成されると判定した場合には、撮影するチャプタ数を増やし
てもよい。
【０１３７】
　なお、クリエイティブ動画撮影中には、書換時間Ｔαが経過すること応じてインジケー
タの進捗率の表示を進める（インジケータの表示色を変える）ことを説明したが、色の濃
度で撮影の進捗を示してもよい。未撮影部分を黒色で表現し、撮影済みの部分を白色で表
現するとして説明する。撮影開始時には、撮影中のチャプタに対応する区画の領域全てを
黒色で表示し、撮影が進むにつれて徐々に黒色に近いグレーから白色に近いグレーに色が
薄くなり、撮影時間が経過したことに応じて該区画の領域全てを白色で表示する。また、
撮影の待機中には未撮影のチャプタに対応する区画を黒色で表示、撮影済みのチャプタに
対応する区画を白色で表示するので、ユーザは撮影中と撮影待機中ともに、動画全体の中
での撮影の進み具合を知ることができる。未撮影と撮影済みの部分を示す表示色は、前述
の色に限らず、何色でもよいし、２色間の色の変化でなくても、黄色、オレンジ、赤色、
紫色、青色、緑色というように様々な色に変化するようにしてもよい。また、対応する区
画の領域全ての表示色を均一に変化させなくてもよく、黒色から白色へのグラデーション
で示された領域を設け、撮影が進むことに応じて該領域が少しずつ（所定量ずつ）進捗率
に応じて進むようにしてもよい。このような場合にも、色の変化によって、ユーザは撮影
の進み具合を知ることができる。
【０１３８】
　なお、システム制御部の制御は１つのハードウェアが行ってもよいし、複数のハードウ
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ェアが処理を分担することで、装置全体の制御を行ってもよい。
【０１３９】
　また、本発明をその好適な実施形態に基づいて詳述してきたが、本発明はこれら特定の
実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の様々な形態も本発
明に含まれる。さらに、上述した各実施形態は本発明の一実施形態を示すものにすぎない
。
【０１４０】
　また、上述した実施形態においては、本発明の撮影の進み具合の表示に関する制御をデ
ジタルカメラに適用した場合を例にして説明したが、これはこの例に限定されず効果をか
ける動画の撮像を制御可能である撮像制御装置であれば適用可能である。すなわち、本発
明はパーソナルコンピュータやＰＤＡ、携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、ディスプ
レイを備えるプリンタ装置、デジタルフォトフレーム、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子
ブックリーダーなどに適用可能である。
【０１４１】
　さらに、上述した実施形態においては、本発明の撮影の停止に関する制御をデジタルカ
メラに適用した場合を例にして説明したが、これはこの例に限定されず複数の動画から１
つの一組とする動画を作成可能な表示制御装置であれば適用可能である。すなわち、本発
明はカメラ付、あるいはカメラを制御する機能付きのパーソナルコンピュータやＰＤＡ、
携帯電話端末や携帯型の画像ビューワ、音楽プレーヤー、ゲーム機、電子ブックリーダー
などに適用可能である。
【０１４２】
　（他の実施形態）
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）をネットワーク又は各種記録媒体を介して
システム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣＰＵやＭ
ＰＵ等）がプログラムコードを読み出して実行する処理である。この場合、そのプログラ
ム、及び該プログラムを記憶した記憶媒体は本発明を構成することになる。
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